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なぜ勉強するのか？ 

• これに答えるのはとても難しい 

• 自分の高校時代にこれが一番気にかかった 

• 役にたつからか？ 

• 面白いからか 

• 将来のーーーーー 

• 何とかのーーーー 

 

たぶん違う！ 



 

2006年GeoSciEd4の発表原稿から 



 



 



 



• ノーベル賞輩出 

• 試験監督のいない学校 

• クレイジーな課外活動「百キロ徒歩」 

• そこそこの大学受験結果，SSH 

• 綺羅星の卒業生： 

  吉田昌邦（福島第一原発所長） 

  高学歴芸人（ロザンなど） 

※地学実習＆基礎４科目×２単位が必修！ 



生徒の最近の傾向 

⇒ 一見理想的な教育環境に見える 

• 近年目立つもの（印象，データなし） 

  塾（予備校）に通う生徒の増加 

  行事の中心を担う生徒の減少 

  クラブに参加する生徒はあまり変わらない． 

•  AO＆推薦入試を選択する生徒の増加 

•  進路を何で決めるか？ 

⇒決まった「乗り物」には乗るが，無駄やリスク
を避ける傾向が強まる 

 



生徒の考え vs. 私の考え 

 

どれが一番楽な道なのか？   そりゃ結果的に楽な道はあ 

                    るだろう                                    

最小の努力で最大の成果    でもそれは決して 

をつかみたい！          あらかじめわからない！  

                              

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
There are two paths you can go by,  but in the long 
run.       –-Stairway to heaven by Led Zeppelin 
                                                             



底にあるもの： 

• サービス業としての「学校の＜消費産業＞化」： 

• 「金を払っている：等価としてのサービスを要求」 

 ⇒楽しい＆わかりやすい授業を提供すべし 

 →金を払っているのにしんどいことを強いるのか！ 

 ⇒できるだけ楽をして目的（大学受験，自分の生活
基盤形成）を果たしたい． 

 ⇒（親の側からは）投下資本の効率回収（「教育を
経済学で考える」 小塩隆士，2003） 



最適解幻想 
• 強い非線形システムでもおそらく「最適解」は存在するが，そ
れをあらかじめ「予測」することはできない． 

     （例）サッカー日本代表の本田が相手ボールをカット，前を向

いてドリブルに入る．左サイドを香川が，右に清武が駆け上
がる．前で前田が相手DFと駆け引きをしているのが見える． 

 

  本田の選択肢： 

① 自分であくまでドリブル突破をはかる 

② ワントップの前田にとりあえずバスを出す． 

③ 左の香川にパスを流す． 

④ 右の清武にパスを流す． 

⑤ 後ろの遠藤に一旦戻す．etc. 

 



ファイナル・ディシジョン 

• この選択を本田はおそらく，コンマ何秒の
オーダーで意思決定する． 

  結果として，あとでどれが「最適解」であった
かは分析が可能．しかし後付． 

 ※予測が不可能なら，何もしなくていいいとは
ならない．W杯で優勝するために 

  日本代表は必死で練習している！ 

 



進路を選ぶのは？（文系高３生，約35名） 

 



よくある誤解（2002年地震学会秋季大会発表より） 

• 個性化・多様化はよいことか？ ＜強制の必然＞ 

• 楽しい理科は本当か？  ＜funからinterestへ＞ 

• やればできるか？ ＜能力と学力をめぐる神話＞ 

• クラスの団結？       ＜団結から協同へ＞ 

• 教えすぎ（親切）はよいことか？ ＜ストイックに＞ 



通常の対応 

• 理想の教育論 

• 精神主義：夢と希望と頑張りと--- 

• 懐古主義：昔に戻れ！ 

• 古い学校文化によれ 

• 自由競争・市場原理が悪い 

• グローバル化批判 

• IT化批判 

 

⇒教育については誰でも一言もっている！ 

 



教育におけるデータと理論 

• 時代は変わっている！ 

• マーケティングの努力（市場から学ぶ） 

• データを元に考える（教育の科学化） 

• 評価法の「評価」（数値化と限界） 

• 市場経済（グローバル化）と教育 

• Web2.0と教育（ロングテイルの衝撃） 

• 非線形の特性をどうみるか 

 

⇒いかに市場で生き残る＜教育＞を編み出すか 



未来の教育へのヒント（その１） 

• 20世紀の日本（失われた10年）で成功したシ
ステム 

  Ｊリーグ 

  Ｌｉｎｕｘ Ｃｏｍmｕｎｉｔｙ（オープンソース運動） 

共通する性質 

 ・Ｇｌｏｂａｌ 基準 

 ・情報公開（馴れ合い＆権威の排除） 

 ・ボランティアベース 



未来の教育へのヒント（その２） 
• 多様性に拠れ（なぜ熱帯雨林を守るのか） 

• Ｊｕｎｋ ＤＮＡ（97%の壮大な無駄と冗長） 

• 「千日回峰行」＆「我に七難八苦を与えよ」 

 （効率主義の彼方へ，あるいは Stay Foolish！） 

• ＴＣＰ／ＩＰの成功（約束事は最小に） 

• Ｒｏｂｕｓｔ と Ｆｒａｇｉｌｅ（Ｆ22の強さ） 

• Khan Academyの実験（未来の学校） 
• According to Cathy N. Davidson, co-director of the annual MacArthur Foundation 

Digital Media and Learning Competitions, fully 65 percent of today’s grade-school 
kids may end up doing work that hasn’t been invented yet. 

• 覚悟と禁欲主義（哲学と宗教と人間） 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=salman khan&source=web&cd=1&cad=rja&sqi=2&ved=0CDAQFjAA&url=http://www.khanacademy.org/&ei=QjPUUOPIM4qiige5m4CIDw&usg=AFQjCNGlJfwiTOwpfCX0TaEyFXvk4Wd6Ww&bvm=bv.1355534169,d.dGY
http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=salman khan&source=web&cd=1&cad=rja&sqi=2&ved=0CDAQFjAA&url=http://www.khanacademy.org/&ei=QjPUUOPIM4qiige5m4CIDw&usg=AFQjCNGlJfwiTOwpfCX0TaEyFXvk4Wd6Ww&bvm=bv.1355534169,d.dGY
http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=salman khan&source=web&cd=1&cad=rja&sqi=2&ved=0CDAQFjAA&url=http://www.khanacademy.org/&ei=QjPUUOPIM4qiige5m4CIDw&usg=AFQjCNGlJfwiTOwpfCX0TaEyFXvk4Wd6Ww&bvm=bv.1355534169,d.dGY


ご清聴ありがとうございました！ 

 


